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【使用方法等】 
*１. 使用方法 
1) 使用前に滅菌袋に破損はないか、有効期限内のも
のか確認する。 

2) 滅菌袋より穿刺アダプタを取り出し、滅菌済みの
接続プローブ又は滅菌カバーに覆われた接続プロ
ーブに穿刺アダプタを取り付ける。 

3) 16G-19Gの穿刺針を穿刺アダプタのガイドパイ
プに入れ、目的とする組織を穿刺する。この際、
穿刺針は、接続プローブにより描出された超音波
画像内に描き出され、目的部位への穿刺確認を行
う。 

4) 本穿刺アダプタはディスポーザブル製品であるの
で、使用後は使い捨てとし、再使用しない。 

 
2. 組み合わせて使用する医療機器 
本穿刺アダプタは、以下の超音波診断用プローブに
接続して使用する。 

一般的名称 販売名 形式 
医療機器承認番号 
または認証番号 

直腸向け超音波 
診断用プローブ 

経直腸用探触子
EUP-U531 

EUP-U531 218ABBZX00013000 

 
本機器（穿刺アダプタ）に使用可能な穿刺針： 
• 太さ：16～19G 
• 長さ：20cm以上 
 
【使用上の注意】 
*〈重要な基本的注意〉 
1) 本機器のガイド下で電気手術器のニードルカニュ
ーレを使用する際は、使用前に必ずニードルカニ
ューレ装着面に破損等がなく、スムーズに可動す
ることを確認の上、慎重に操作すること。 

2) 心臓付近への穿刺を行う場合、ミクロショックの
おそれがあるため、心電図等で患者の状態を観察
しながら行うこと。 

3) 画面上の穿刺ガイドラインは穿刺針の刺入方向の
目安として使用し、穿刺針を刺入すると、人体組
織の影響や、穿刺針の種類等により、穿刺針が曲
がって進むことがある。目標部位と穿刺針先を観
察しながら行うこと。 

4) 穿刺アダプタ本体の取り付けが不適切な場合、穿
刺針が意図した経路から外れる可能性がある。穿
刺アダプタ本体を超音波診断用プローブに正しく
取り付けること。 

 
〈妊婦、産婦、授乳婦及び小児等への適用〉 
妊婦、妊娠の疑いのある者及び小児へ使用する場合
は医師の指示のもとで慎重に行うこと。 
 

【保管方法及び有効期間等】 
〈保管の条件〉 

1) 保管温度：－10～40°C 
2) 本品は、高温、多湿、直射日光を避けて保管す
ること。 

 
〈有効期間〉 
滅菌日より 5年 

 
**【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
製造販売業者 
 富士フイルム株式会社 
 TEL:0120-771669 
販売業者 
  富士フイルムメディカル株式会社 
 TEL:0570-02-7007（ナビダイヤル） 
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